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研究業績書の記入方法と記入例 

 

研究業績書の記入については、査読論文、論文・口頭発表、著書、その他の分類別・年代の新

しい順に３ページ以内で記入してください（業績の多い場合にはその他何件と記入し、３ページ以内

に納めてください）。 

未印刷論文の取扱いについては、原則として採用が決定しているもののみを、"（掲載決定）"と

記入し、あらかじめ掲載誌の巻・号が明らかなときは、それも記入してください。採否が未定のものを

記載する場合には、“（投稿中）”と明記してください 

 

分類方法および記載方法に関し、以下に一定の基準を示すので参考にしてください。また p2 の

「研究業績書の記入例」も参照してください。 

 

１．分類方法 

学位論文に直接関係のある研究業績を以下の分類・順序で記載する。 

①査読論文：学術誌原著論文（査読があるもの） 

         国際会議・シンポジウム（査読があるもの） 

②論文・口頭発表：学術誌原著論文（査読がないもの） 

国際会議・シンポジウム（査読がないもの） 

学会発表 

③総説：学術誌の解説、講座等 

④著書：著書・編著 

⑤その他：学位論文に直接関係する特許、不定期刊行物、社内誌･業界誌等に掲載された記事、

学内紀要等、さらに本学位論文に直接関係のない業績も含む。 

 

２．記載方法 

当該分野の学会等で標準的に使用されている文献等の記載方法に従い記載する。 

記入する項目は以下のとおり。 

①論文・総説：著者、題目、掲載誌名、巻号、頁、発表年（月）等 

② 国 際 会 議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム ・ 口 頭 発 表 ： 著 者 、 題 目 、 シ ン ポ ジ ウ ム 名 、 場 所 、 年 月 、         

巻号、頁、出版元、出版年等 

③著書：題目、著者、出版元、出版年等 

 

〈連名・共著の場合の取扱い〉 

記載順に全員の氏名を記載する。ただし、連名、共著者が多い場合には、少なくとも第１著者名、

他何名とし、申請者が何番目の著者にあたるかがわかるように記載する。 

論文等で申請者の主業績によるものは申請者氏名の前に○印を付して明示する。 

 

〈その他の取り扱い〉 

その他については、査読論文、論文･口頭発表、総説、著書、特許などの種別を（ ）を付して記

入する。 



 

1  
 

Ｎｏ．１      

早稲田大学 博士（工学） 学位申請 研究業績書 
               記載に当たっては「研究業績書の記入方法と記入例」を参照してください。 
 
氏  名 小野田 弘士  印                           （2005年３月 現在） 
 

分  類 著者(申請者含む)、  題名、 発行掲載誌名/発表場所･巻号･頁、 発行/発表年月  

査読論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文・口

頭発表 

○小野田弘士･永田勝也･納富信･永井祐二･高田勉･中務幸正、環境配慮型汎用ポンプの設計と

その評価、廃棄物学会論文誌 Vol.16 No.2 pp.119-129、2005・3 

 

○小野田弘士･永田勝也･納富信･永井祐二、特殊 IC タグを用いた汎用産業機器の環境負荷情報

管理システムの開発とその活用による製品設計‐汎用ポンプを例として‐、環境情報科学論文

集 No.18 pp.265-270、2004・11 

 

○小野田弘士･永田勝也･納富信･松永紀之、車いすの解体解析と易解体設計の提案、日本生活

支援工学会誌 Vol.4 No.1 pp.19-28、2004・10 

 

○小野田弘士･永田勝也･納富信、易解体性を考慮した設計手法の検討（第 2 報,家庭用ミシン

の解体解析とそれに基づく易解体設計の提案）、設計工学 Vol.39 No.1 pp.32-39、2004・1 

 

○小野田弘士･永田勝也･納富信、易解体性を考慮した設計手法の検討（第 1 報,各種工業製品

の解体解析とそれに基づく易解体設計の提案）、設計工学 Vol.38 No.12 pp.648-654、2003・

12 

 

○Hiroshi ONODA, Katsuya NAGATA, Makoto NOHTOMI, Masahito AIZAWA（掲載決定）, Development 

of Eco-Efficiency Potential Assessment Method, International Conference Eco-Efficiency 

for Sustainability, 2004・4  

 

○Hiroshi ONODA, Katsuya NAGATA, Makoto NOHTOMI, Yuji NAGAI, Tsutomu TAKADA, Tsuneo 

HAYAKAWA, Sadao KANAI, Environmental-friendly Technology for Production and Operation 

System of Industrial Machines, Proceedings of The Sixth International Conference on 

EcoBalanace, pp.307-310, 2004･10  

 

○小野田弘士･永田勝也、早稲田大学大久保キャンパスにおける自動販売機の運用実態とその

改善による省エネルギー、2005 年度日本冷凍空調学会年次大会講演論文集 A313-2-1- 4、

2005・10 

 

永田勝也･納富信･○小野田弘士･新見大･石崎尚武･山崎寛之、汎用産業機器の環境配慮型生

産・運用技術の開発（第 7報：自動販売機への応用の検討）、日本機械学会第 14 回環境工学総

合シンポジウム 2004 講演論文集 pp.487－490、2004･7、 

 

永田勝也･納富信･○小野田弘士･深津祐介･佐藤広治･切川卓也･小川知勇、分解性評価指数の開

発、日本機械学会第 14 回環境工学総合シンポジウム 2004 講演論文集 pp.439－442、2004･7 

 

永田勝也･納富信･○小野田弘士･日比野壮･秦健宏･小野田哲也･愛澤政仁、環境効用ポテンシャ

ル評価手法の開発（製品の効用に関する検討と E2-PA ソフトウェアの開発）、日本機械学会第

14 回環境工学総合シンポジウム 2004 講演論文集 pp.443－446、2004･7、 


